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１ 趣 旨 

近年、環境問題や災害問題など、地質科学の知見が問題の解明・解決に重要な要素の一つとなる

事象が多く認識されてきている。また、生涯学習時代の本格的到来の中で、高度で多様化する人々

の学習活動・要求に適確に対応し、多面的な社会的要請に応えていくことが、市民、行政など各界

から強く求められている。 

これらの諸課題の解決に、知識・情報の拠点としての大学に大きな期待が寄せられている。 

 新潟大学の地質科学関連の研究者は、これまで、地質科学に関する調査・研究活動、資料収集・

保管活動に基づき、企業、行政に対する地質科学に関する技術支援や、一般市民に対する教育事業

を積極的に実施してきた。 

今後、多様化するさまざまな要求に応えていくためには、新潟大学の地質科学研究者が単独で事

業を展開するのではなく、大学研究者と市民、企業、行政とが強固なパートナーシップを形成し、

さまざまな事業を推し進めていくことが重要である。私たちはこのために、市民、企業、行政と大

学研究者が共同で地質科学の発展と普及にとり組み、各種事業の推進を図ることを目的とした特定

非営利活動法人「ジオプロジェクト新潟」を設立するものである。 

特定非営利活動法人「ジオプロジェクト新潟」は、地質科学技術に係る「①教育・出版事業②調

査・解析事業③研究事業」に取り組む。これらの活動を通じて、地質科学の振興をはかるとともに、

市民の自然に対する関心を高め、自然環境の保全に貢献していくことができると考える。 

本組織が特定非営利活動法人となることにより、社会的な信用を高めるとともに、広範に市民、

企業、行政との連携をするための拠り所が形成されることになり、その意義は大きい。 

  

 

２ 申請に至るまでの経過 

2004年８月  新潟大学地質科学教室および同教室OBを中心とする地質科学研究者・地質技

術者等が集い、設立準備会を発足し、社会における地質科学技術の振興を図

るため特定非営利活動法人の設立に向け活動を始める。 

2004年10月 設立準備会。定款、設立趣旨書、活動方針・形態、運営方法について議論。 

2004年10月 設立総会。 
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